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【公開日】平成18年8月31日(2006.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2006-034
【出願番号】特願2006-41763(P2006-41763)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ａ６３Ｂ  37/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ  37/00    　　　Ｌ
   Ａ６３Ｂ  37/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月2日(2009.2.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センター、カバー層およびこれらセンターおよびカバーの間の少なくとも２つの中間層
を具備する多層ゴルフボールにおいて、
　当該ゴルフボールの各サブアッセンブリの総反発係数の値が、当該サブアッセンブリに
つぎの外側の層を加えたものの総反発係数の値より、少なくとも、０．００３だけ小さく
、
　上記サブアッセンブリは少なくともセンターを有し、
　上記センターの反発係数の値は０．８００未満であることを特徴とする多層ゴルフボー
ル。
【請求項２】
　センター、カバー層およびこれらセンターおよびカバーの間の少なくとも２つの中間層
を具備する多層ゴルフボールにおいて、
　当該ゴルフボールの各サブアッセンブリの総反発係数の値が、当該サブアッセンブリに
つぎの外側の層を加えたものの総反発係数の値より、少なくとも、０．００３だけ小さく
、
　上記サブアッセンブリは少なくともセンターを有し、
　１のサブアッセンブリからつぎに大きいサブアッセンブリへの反発係数の変化が、当該
つぎに大きいサブアッセンブリの厚さ当たりで、１０００分の２．５４ｃｍ（１インチ）
あたり０．０００１０未満であることを特徴とする多層ゴルフボール。
【請求項３】
　センター、カバー層およびこれらセンターおよびカバーの間の１の中間層を具備する多
層ゴルフボールにおいて、
　当該ゴルフボールの各サブアッセンブリの総反発係数の値が、当該サブアッセンブリに
つぎの外側の層を加えたものの総反発係数の値より、少なくとも、０．０１５だけ小さく
、
　上記サブアッセンブリは少なくともセンターを有し、
　１のサブアッセンブリからつぎに大きいサブアッセンブリへの反発係数の変化が、当該
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つぎに大きいサブアッセンブリの厚さ当たりで、１０００分の２．５４ｃｍ（１インチ）
あたり０．０００２０未満であることを特徴とする多層ゴルフボール。
【請求項４】
　各サブアッセンブリの総反発係数の値が、当該サブアッセンブリに、つぎの外側の層を
加えたものの総反発係数の値より、少なくとも、０．０１８だけ小さい請求項３記載の多
層ゴルフボール。
【請求項５】
　各サブアッセンブリの総反発係数の値が、当該サブアッセンブリにつぎの外側の層を加
えたものの総反発係数の値より、少なくとも、０．０２０だけ小さい請求項３記載の多層
ゴルフボール。
【請求項６】
　反発係数の上記変化が１０００分の２．５４ｃｍ（１インチ）あたり０．０００３０未
満である請求項３記載の多層ゴルフボール。
【請求項７】
　反発係数の上記変化が１０００分の２．５４ｃｍ（１インチ）あたり０．０００４０未
満である請求項２７記載の多層ゴルフボール。
【請求項８】
　センター、カバー層およびこれらセンターおよびカバーの間の少なくとも２つの中間層
を具備する多層ゴルフボールにおいて、
　当該ゴルフボールの各サブアッセンブリの総反発係数の値が、上記センターについてＣ
ＯＲＣ、上記センターに隣接する第１の中間層を伴う第１のサブアッセンブリについてＣ
ＯＲＣ１、上記第１の中間層に隣接する第２の中間層を伴う第２のサブアッセンブリにつ
いてＣＯＲＣ２、上記カバーを含む上記ゴルフボールについてＣＯＲＣ３とすると、
　ＣＯＲＣ≦ＣＯＲＣ１－０．００３、
　ＣＯＲＣ１≦ＣＯＲＣ２－０．００３、
　ＣＯＲＣ２≦ＣＯＲＣ３－０．００３
を満たし、かつ、
　ＣＯＲＣが０．７８０より小さく、ＣＯＲＣ３が少なくとも０．８０５であることを特
徴とする多層ゴルフボール。
【請求項９】
　センター、カバー層およびこれらセンターおよびカバーの間の少なくとも２つの中間層
を具備する多層ゴルフボールにおいて、
　当該ゴルフボールの各サブアッセンブリの総反発係数の値が、上記センターについてＣ
ＯＲＣ、上記センターに隣接する第１の中間層を伴う第１のサブアッセンブリについてＣ
ＯＲＣ１、上記第１の中間層に隣接する第２の中間層を伴う第２のサブアッセンブリにつ
いてＣＯＲＣ２、上記カバーを含む上記ゴルフボールについてＣＯＲＣ３とすると、
　ＣＯＲＣ≦ＣＯＲＣ１－０．００３、
　ＣＯＲＣ１≦ＣＯＲＣ２－０．００３、
　ＣＯＲＣ２≦ＣＯＲＣ３－０．００３
を満たし、かつ、
　ＣＯＲＣが０．７８０より小さく、さらに、
　１のサブアッセンブリからつぎに大きいサブアッセンブリへの反発係数の変化が、当該
つぎに大きいサブアッセンブリの厚さ当たりで、少なくとも１０００分の２．５４ｃｍ（
１インチ）あたり少なくとも０．０００１５であることを特徴とする多層ゴルフボール。
【請求項１０】
　反発係数の上記変化が１０００分の２．５４ｃｍ（１インチ）あたり少なくとも０．０
００２５である請求項９記載の多層ゴルフボール。
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